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海外エビデンスは
日本人CAT患者さんに外挿できるのか？

循環器内科医の立場から
～私はこう考える～

京都大学医学部附属病院
循環器内科 助教

山下 侑吾 先生

市立札幌病院
消化器内科 部長

中村 路夫 先生

がん診療医の立場から
～私はこう考える～

18:30-19:00 19:00-19:30講演Ⅰ 講演Ⅱ

2025年3月に肺血栓塞栓症・深部静脈血栓症および肺高血圧症ガイドラインが発表され、

はや1年以上が経過した。多くの日本人エビデンスが引用され、日本人CAT診療の羅針盤となって

いるのは間違いないが、それでも新規エビデンスの多くが欧米からの報告というのが実状である。

では、その海外エビデンスはどこまで日本人CAT患者さんに外挿できるのか？

本セミナーでは、循環器内科医、がん診療医、各エキスパートからこの共通テーマについて講演頂く。

神戸大学大学院医学研究科

腫瘍・血液内科学分野 教授

南 博信 先生

座長

主催：

がん関連静脈血栓症Webセミナー

京都教育文化センター

101会議室

↑お申込はこちらから



会場までのアクセス

会場：京都教育文化センター 101会議室
住所：京都府京都市左京区聖護院川原町4‒13
Tel：075‒771‒4221

担当：第一三共株式会社 笹木 晶太
連絡先 070ｰ1377ｰ7806
メール：shota.sasaki@daiichisankyo.com
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